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埼玉労山 第２回評議会報告 
［日時］ ２０１２年１月２２日(日) 午後１時３０分～４時３０分 

［場所］ 高鼻コミュニティセンター 

  今期の主な県連活動報告と各委員会の活動報告、ブロック活動の報告 

そして来期活動に向けての組織拡大と強化に向けた事故防止と安全登山等の 

４５期の大まかな活動方針の骨子が提案され、総会議案として承認されました。 

また、全国連盟総会で決定される「個人会員制度・第２次提案」について検討！ 
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去
る
一
月
二
十
二
日
、
大
宮
の
高

鼻
コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、

埼
玉
県
勤
労
者
山
岳
連
盟
第
二
回
評

議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

開
会
挨
拶
後
、
議
長
に
伊
藤
氏
（
わ

ら
び
山
の
会
）
、
滝
沢
氏
（
熊
谷
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
）
、
書
記
に
青
木
氏
（
埜

歩
歩
富
士
見
）
柴
山
氏
（
パ
ル
ブ
ラ

ン
チ
）
を
選
出
。
資
格
審
査
で
は
加

盟
団
体
二
十
八
団
体
で
評
議
員
定
数

（
三
十
名
）
に
対
し
、
参
加
団
体
数

（
十
六
）
、
評
議
員
（
十
八
名
）
で

評
議
会
が
成
立
し
て
い
る
旨
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。 

武
笠
理
事
長
の
挨
拶
で
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
『
明
る
く
・
楽
し
く
・

安
全
に
』
を
基
本
に
、
加
盟
団
体
の

遭
難
防
止
と
安
全
登
山
、
ま
た
組
織

の
拡
大
と
強
化
や
東
日
本
大
震
災
の

被
災
者
支
援
活
動
を
県
連
と
し
て
も

積
極
的
に
行
っ
て
来
た
事
、
そ
し
て

今
後
も
引
き
続
き
継
続
し
て
行
く
旨

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

続
い
て
、
全
国
連
盟
の
斉
藤
理
事

長
か
ら
来
賓
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
、
こ

の
一
年
は
東
日
本
大
震
災
と
福
島
原

発
事
故
等
の
自
主
的
な
支
援
活
動
に

明
け
暮
れ
た
一
年
で
も
あ
り
、
全
国

の
仲
間
に
よ
る
義
援
金
は
約
２
千
万

円
、
そ
し
て
支
援
活
動
に
至
っ
て
は

石
巻
だ
け
で
も
約
２
千
人
、
全
体
で

は
数
千
人
に
及
び
、
社
会
的
に
も

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
来
た
事
を

報
告
さ
れ
、
全
国
連
盟
を
代
表
し
て

お
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
放
射
能
汚
染
の
問
題
で
は

い
ち
早
く
測
定
機
を
購
入
し
、
登
山

道
の
調
査
を
始
め
て
い
る
事
。
ま
た

組
織
拡
大
と
個
人
会
員
性
導
入
に
つ

い
て
は
、
労
山
問
わ
ず
山
岳
界
全
体

が
高
齢
化
し
、
今
後
の
組
織
活
動
が

危
惧
さ
れ
、
個
人
会
員
制
度
導
入
の

是
非
で
は
な
く
、
早
急
に
若
い
会
員

を
増
や
す
努
力
や
活
性
化
を
図
る
事

が
重
要
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 ＠
県
連
活
動
報
告
と
し
て 

今
期
の
活
動
方
針
で
あ
る
組
織
拡

大
・
個
人
会
員
制
度
に
つ
い
て
は
、

県
連
と
し
て
は
導
入
を
見
送
り
を
決

定
。
幸
い
、
山
ガ
ー
ル
ブ
ー
ム
を
反

映
し
て
か
登
山
学
校
等
で
若
い
会
員

も
増
え
て
い
る
加
盟
団
体
が
あ
り 

今
後
も
各
加
盟
団
体
で
の
Ｈ
Ｐ
活

用
と
会
の
活
性
化
へ
の
努
力
を
お
願

い
し
た
い
。 

事
故
防
止
活
動
で
は
、
恒
例
と
な

っ
た
安
全
登
山
講
演
会
が
六
十
名
の

参
加
で
盛
況
の
内
に
終
え
ら
れ
、
ま

た
登
山
学
校
は
八
回
の
全
講
座
が
無

事
終
え
閉
校
式
を
迎
え
る
事
、
遭
難

防
止
・
安
全
教
育
担
当
者
会
議
や
救

助
隊
活
動
を
通
し
、
安
全
意
識
の
高

揚
と
啓
発
が
す
す
め
ら
れ
、
今
後
も

引
き
続
き
継
続
し
て
行
き
た
い
と
報

告
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
他
、
県
連
と
し
て
震
災
支
援

活
動
も
多
く
の
会
や
個
人
の
協
力
に

よ
り
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

女
性
委
員
会
を
中
心
と
し
た
物
品
販

売
や
Ｔ
シ
ャ
ツ
販
売
、
そ
し
て
石
巻

支
援
活
動
等
、
本
当
に
参
加
し
て
下

さ
っ
た
方
々
に
は
御
苦
労
さ
ま
と
お

礼
を
述
べ
さ
せ
て
貰
い
、
引
き
続
き

継
続
し
た
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で

行
き
た
い
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

＠
専
門
委
員
会
報
告 

第
二
号
議
案
の
専
門
委
員
会
活
動

報
告
が
各
担
当
者
よ
り
報
告
が
な
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
の
一
年
間
の
活
動
内

容
の
報
告
が
あ
り
、
ま
た
来
期
の
活

動
に
向
け
た
方
針
と
取
り
組
み
等
の

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。 

【
遭
難
防
止
・
安
全
教
育
担
当
】
安

全
教
育
担
当
者
会
議
（9

月
、1

月
）

全
国
会
議
へ
の
参
加
、
安
全
登
山
講

演
会1

1
/
2
7

（
日
）
安
全
登
山
講
演

会 

於
：
岩
槻
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン

タ
ー 

6
0

名
参
加 

【
自
然
保
護
委
員
会
】4

/
2
4

足
尾
植

樹
、5

/
3
0
 
6
/
5

ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
、

雨
で
中
止
に
な
っ
た
西
部
は

1
1
/
2
3

嵐
山
渓
谷
交
流
ハ
イ
ク
で
実
施
。

1
0
/
1
5

～1
6

関
東
自
然
保
護
交
流
集

会(

埼
玉
主
管)

於
…
長
瀞
荘 

一
都

六
県2

8

名
参
加
。
登
山
道
放
射
能
測

定
開
始
。
他 

支
援
活
動
参
加
。 

【
女
性
】
委
員
会
開
催
（7

回
）
全

国
女
性
担
当
者
会
議
（2

回
）
女
性

登
山
者
の
体
力
測
定
参
加
、
震
災
支

援
活
動
…
関
ブ
ロ
女
性
支
援
（9

/
2
3

～2
5

）1
7

名
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
昆
布
販

売
の
取
り
組
み
、3

/
3

「
山
で
の
ア
ク

シ
デ
ン
ト
対
応
」
講
習
会
実
施
。 

【
ハ
イ
キ
ン
グ
】
委
員
会
開
催
（
パ

ル
コ
）7

回
、5

/
8
 

山
急
山
交
流
ハ

イ
ク
実
施
。9

/
1
7

～1
8

全
国
ハ
イ
キ

ン
グ
交
流
集
会
へ
参
加(

伊
豆
長
岡 

4

名)
 

1
/
8
 

地
図
読
み
講
習
会 

5
3

名
参
加
。 

【
機
関
紙
】1

6
8

～1
7
5

号
発
行
。
委

員
会
体
制
・
編
集
会
議
開
催
無
し
。

寄
稿
原
稿
少
な
く
、
編
集
発
行
の
遅

れ
等
で
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

来
期
も
読
ま
れ
る
機
関
紙
と
内
容
豊

か
な
機
関
紙
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
編

集
ソ
フ
ト
利
用
、
印
刷
軽
減
の
為
に

県
連
Ｈ
Ｐ
活
用
を
検
討
。 

 

【
海
外
】
海
外
委
員
会
の
確
立
と
情

報
収
集
や
提
供
が
出
来
ず
に
終
わ
り
、

加
盟
団
体
の
海
外
登
山
報
告
が
あ
り

ま
し
た
ら
情

報
を
！ 

【
岩
ネ
ッ

ト
】
講
師
に

水
谷
・
小
島 

氏
の
協
力
を

得
て
、
初
級

者
の
技
術
講

習
と
岩
登
り

ア
ド
バ
イ
ス
。

2 月号   目    次 

１Ｐ）第 2 回評議会報告 

２Ｐ）〃、遭難防止安全担当者会議報告 

３Ｐ）HC 委員会「地図読み講習会」報告 

４Ｐ）岩ネット、雪山ネット報告             

５Ｐ）登山学校「第 5回講座」報告 

６Ｐ） 〃  「第 6～7回講座」報告 

７Ｐ）寄稿 「思い立った時がチャンス」 

８Ｐ）理事会報告、活動予定、他 
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第
十
二
回
遭
難
防
止 

安
全
教
育
担
当
者
会
議
報
告 

 

 

  

今
年
実
施
さ
れ
た
山
行
は8

/
2
8
 

1
0
/
3
0
 
1
2
/
2
3

で
し
た
。 

【
雪
山
】
・3

/
3

～4

初
級
「
雪
山
に

泊
ま
ろ
う
」
黒
姫
山 

4
7
7

～8
 

中
級
：
雪
稜
「
テ
ン
ト
泊
」
コ
マ
の

頭
北
尾
根 

【
山
ス
キ
ー
】3

/
4
 

安
達
太
良
山 

【
組
織
委
員
会
】
加
盟
団
体
組
織
実

態
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
集
約
未
定 

【
救
助
隊
】
①
組
織
レ
ス
キ
ュ
ー
技

術
向
上
を
計
り
、
併
せ
て
隊
員
個
々

の
技
術
向
上
を
充
実
と
緊
急
出
動
体

制
を
確
実
な
も
の
に
し
ま
し
た
。 

②
新
し
い
救
助
技
術
・
装
備
・
器
具

の
円
滑
な
る
装
着
・
活
用
技
術
の
習

得
と
定
期
的
学
習
と
訓
練
、
救
助
活

動
の
任
務
別
救
助
体
制
を
よ
り
確
実

に
す
る
為
の
訓
練
を
実
施
。 

隊
員 

２
７
名
活
動
中
。 

【
登
山
学
校
】
登
山
学
校
年
間
受
講

者
二
十
一
名
、
他
ス
ポ
ッ
ト
七
名
、

運
営
委
員
十
二
名
全
講
座
終
了
。 

2
/
4

閉
校
式
。 

【
Ｈ
Ｐ
】
Ｈ
Ｐ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

実
施
。
組
織
拡
大
に
寄
与
し
て
い
る

県
連
や
各
委
員
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
情
報
掲
載
不
足
が
あ
る
が
、 

閲
覧
数
は
増
え
て
い
る
。
加
盟
団
体

の
情
報
更
新
を
呼
び
か
け
た
。
情
報

提
供
を
。 

 
【
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
】 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

西
部
…1

2
/
6
 

ブ
ロ
ッ
ク
会
議 

・
雪
山
交
流 

2
/
2
6
 

武
尊
山 

南
部
…1

/
1
9
 

ブ
ロ
ッ
ク
会
議 

・
裏
磐
梯
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー2

/
1
1

～1
2
 

中
部
…2

/
2
9

ブ
ロ
ッ
ク
会
議 

・
雪
山
交
流 

3
/
1
1

～1
2
 

 

阿
能
川
岳
南
東
尾
根 

各
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク

や
そ
の
他
、
交
流
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ

や
地
図
読
み
や
岩
登
り
、
雪
技
、
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
等
の
取
り
組
み
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。 

 

＠
第
四
十
五
期
活
動
方
針
案 

評
議
会
に
於
い
て
、
第
四
十
五
期
総

会
の
議
案
の
提
案
と
検
討
を
行
な
う

為
、
大
ま
か
な
活
動
方
針
の
骨
子
が 

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
と
同
様
に
、

①
組
織
拡
大 

②
個
人
会
員
加
入
制

度 

③
新
特
別
基
金 

④
事
故
防
止 

⑤
各
ネ
ッ
ト
活
動
の
充
実 

⑥
埼
玉

労
山
震
災
支
援
活
動
⑦
そ
の
他 

 

こ
の
中
で
も
、
会
員
拡
大
と
青
年

対
策
、
個
人
会
員
加
入
制
度
で
は
、

会
員
数
減
少
の
抑
制
を
図
る
為
に
も 

会
員
の
知
恵
を
出
し
合
い
、
登
山
の

魅
力
を
語
り
合
え
る
山
仲
間
を
作
る
。

若
い
人
を
受
け
入
れ
る
会
・
ク
ラ
ブ

の
体
制
作
り
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

と
し
て
い
ま
す
。 

（
各 

専
門
委
員
会
・
ブ
ロ
ッ
ク
に

つ
い
て
は
次
号
で
紹
介
し
ま
す
） 

 

＠
そ
の
他 

議
題
に
関
す
る
質
疑
と
要
望
事
項 

【
県
連
活
動
へ
】 

①
登
山
学
校
・
講
習
会
・
教
育
で
の

事
故
が
増
え
て
い
る
状
況
に
県
連
と

し
て
も
対
策
を
…
障
害
保
険
等
の
検

討
を
す
る
。 

【
全
国
連
盟
へ
】 

①
登
山
学
校
や
講
習
等
安
全
に
活
動

出
来
る
事
を
提
示
。
他
の
講
習
と
の

比
較
も
…
。 

②
全
国
連
盟
「
個
人
会
員
制
度
」 

２
次
提
案
に
対
し
て 

・
労
山
の
基
礎
は
加
盟
団
体
を
ベ
ー

ス
に
考
え
て
！ 

・
仲
間
意
識
が
希
薄
に
な
る
危
惧
。

情
報
交
換
の
機
会
を
多
く
し
て
。 

・
個
人
会
員
制
度
で
年
齢
制
限
は
？ 

総
会
代
議
員
定
数
の
確
認 

規
約
通
り 
総
会
代
議
員
定
数
の

確
認
を
行
い
ま
し
た
。 

そ
の
他 

お
知
ら
せ 

 

・
第
四
十
五
期
県
連
総
会 

3
/
2
5
 

大
宮
高
鼻
コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

・
女
性
委
員
会 

救
急
講
習
会 

・
全
国
連
盟
か
ら 

補
足 

 

個
人
会
員
は
育
成
に
時
間
が
か
か

り
基
本
的
に
は
組
織
を
重
視
。
総
会

で
制
度
が
決
定
さ
れ
れ
ば
、
八
月
頃

か
ら
ネ
ッ
ト
利
用
で
地
方
で
実
験
的

に
実
施
。
強
制
導
入
加
入
は
し
な
い 

何
せ
、
時
間
的
余
裕
が
あ
ま
り
無
く

加
盟
団
体
が
激
減
（
特
に
地
方
で
） 

山
行
管
理
が
難
し
い
会
は
、
将
来
的

に
は
個
人
会
員
向
け
の
管
理
シ
ス
テ

ム
利
用
も
出
来
役
立
つ
と
思
う
。 

 
 

 
 

 

―
斉
藤
理
事
長
― 

加
入
に
あ
た
り
、
個
人
デ
ー
タ
等

は
自
動
的
管
理
と
過
去
１
０
年
位
の

山
行
経
歴
等
を
把
握
し
、
さ
ら
に
は 

山
行
中
の
情
報
や
下
山
報
告
の
受
理

シ
ス
テ
ム
等
も
検
討
し
て
い
る
。 

―
井
芹
全
国
遭
対
部
長
― 

 

最
後
に
、
議
長
・
書
記
を
解
任
し

て
第
二
回
評
議
会
を
終
え
ま
し
た
。 

以
上
、
報
告
な
ら
び
提
案
さ
れ
た
方

針
案
の
内
容
は
、
拍
手
で
も
っ
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

終
了
後
は
、
恒
例
に
よ
り
希
望
者
で

大
宮
駅
近
く
の
居
酒
屋
で
懇
親
会
を

開
催
。
夜
遅
く
ま
で
山
談
議
で
盛
り

上
が
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
！ 

 
 

 
 

以
上
。 

      

期
日
：1

月2
2

日
（
日
） 

9

：3
0

～1
2
:
0
0
 

場
所
：
高
鼻
コ
ミ
セ
ン 

出
席
：1

5

団
体2

5

名 

 

県
連
理
事7

名 

含 

（
三
郷
山
の
会
、
登
攀
ク
ラ
ブ
岩
つ 

ば
め
、
わ
ら
び
山
の
会
、
埜
歩
歩 

富
士
見
山
の
会
、
上
福
岡
山
な
み 

所
沢H

C

、
ハ
イ
ジ
ア
ル
ペ
ン
ク
ラ

ブ
、
パ
ル
ブ
ラ
ン
チ
、
ビ
ス
タ-

リ
、
峠
山
の
会
、
新
座
山
の
会
、

橡
山
岳
会
、
日
和
田
ア
ル
パ
イ
ン

ク
ラ
ブ
、
熊
谷
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
同

人
、
大
宮
労
山
） 

 

今
回
は
多
発
す
る
山
岳
遭
難
事
故
、

平
成

2
2

年
（2

0
1
0

年
）
の
日
本
国

内
の
遭
難
件
数1

9
4
2

件
、
遭
難
者
数

2
3
9
6

人
と
警
察
庁
よ
り
発
表
さ
れ

て
い
ま
す
。
未
組
織
登
山
が
多
い
と

思
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
組
織
さ
れ
た
登
山
団
体
、
労
山
内

部
で
も
毎
年3

0
0

人
を
超
え
る
遭
難

事
故
者
を
だ
し
て
い
る
状
況
で
す
。

（
埼
玉
県
内
の
平
成

2
3

年
の
遭
難

件
数3

9

件
、
遭
難
者
数5

2

人
） 

日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟 

遭
難
対
策

部
よ
り
の
「
事
故
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
参
考
に
各
会
の
担
当
者
か
ら
の
意

見
を
出
し
合
い
議
論
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。 

①
山
行
目
的
の
確
認 

②
目
標
ル

ー
ト
の
確
認 

③
パ
ー
テ
イ
の
確
認 

④
情
報
収
集
の
確
認 

⑤
装
備 

 

⑥
食
糧 

⑦
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
策 

こ
れ
ら
の
内
容
、
チ
ェ
ッ
ク
、
ポ
イ

ン
ト
の
中
で
は
ほ
と
ん
ど
の
会
が
把

握
し
て
お
り
、
遭
難
防
止
に
つ
い
て

気
を
つ
け
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

尚
、
全
国
連
盟
よ
り
作
成
し
た
「
安

全
登
山
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
「
心
疾
患
」
・

「
脳
疾
患
」
の
冊
子
を
各
会
で
活
用

し
て
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告
書
は
適
宜
、
遭

難
防
止
・
安
全
教
育
委
員
会
ま
で
提

出
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
担
当
理
事 

尾
手
） 
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第１７６号      ２０１２年   ２月 ２５日（土）発行            埼  玉  労  山       （ １ ）  

 

「
あ
な
た
の
地
図
読
み 

 

大
丈
夫
で
す
か
」
と
題
し
て 

ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
会
が
主
催
し
た
今
回
の
講
習
会

は
、
登
山
時
報
掲
載
の
【
地
図
読
み
迷
人
】
で
お
馴
染
み
の 

村
越 

真 

氏
を
招
き
、
参
加
さ
れ
た
多
く
の

会
員
が
地
図
読
み
名
人
に
挑
戦
！
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
有
意
義
で
楽
し
い
机
上
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

          

地
図
読
み
講
習
会
に
参
加
し
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

埜
歩
歩
富
士
見
山
の
会
は
、
会
山

行
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ

ン
グ
の
理
事
を
さ
れ
て
い
る
と
知
り

色
々
な
疑
問
を
持
っ
て
楽
し
み
に
参

加
し
ま
し
た
。 

初
め
に
事
前
基
礎
講
習
と
し
て
、

埼
玉
労
山
の
尾
手
氏
よ
り
、
地
図
読

み
の
基
本
に
つ
い
て
、1

.

・
「
地
図

と
は
」
か
ら
始
ま
り8

・
「
磁
北
線

に
つ
い
て
」
ま
で
の
講
習
が
あ
り
ま

し
た
。
最
近
の2

万5
0
0
0

図
は
、
計

量
法
の
改
正
に
よ
り
、
従
来
の
、
縦

3
7

セ
ン
チ
か
ら
、
約4

2

セ
ン
チ
に

な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
も
、
興
味
深
い
、

話
で
し
た
。 

い
よ
い
よ
、
村
越 

真
氏
に
よ
る
、

地
図
読
み
講
習
会
。
山
岳
遭
難
と
道

迷
い
の
実
態
や
年
代
別
態
様
別
遭
難

者
・
男
女
別
の
グ
ラ
フ
表
に
よ
り
、

判
っ
た
こ
と
は
、6

0

代
の
男
女
共
、

道
迷
い
は
、
同
じ
よ
う
な
、
グ
ラ
フ

の
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
男
性
は
、

心
臓
疾
患
等
の
病
気
が
女
性
に
比
べ

多
い
事
が
分
か
っ
た
。
「
記
号
テ
ス

ト
」
・
グ
ル
ー
プ
別
に
ス
ラ
イ
ド
に

映
し
た
場
所
を
記
号
で
答
え
る
所
で

は
、
電
波
塔
や
針
葉
樹
林
の
よ
う
な
、

明
確
に
判
る
も
の
は
良
い
が
、
山
道

の
よ
う
な
所
は
微
妙
。
地
形
図
に
尾

根
線
を
で
き
る
だ
け
正
確
に
沢
山
入

れ
て
い
く
作
業
は
、
と
て
も
楽
し
い

も
の
で
し
た
。 

難
し
い
と
思
っ
た
事
は
、
尾
根
が

幾
つ
も
重
な
り
合
う
実
際
の
写
真
を

見
て
地
図
に
落
と
し
て
い
く
作
業
で

し
た
。
紙
コ
ッ
プ2

個
と
紐
を
使
っ

て
の
「
正
し
道
は
ど
れ
？
」
は
、
私

た
ち
の
会
に
持
ち
帰
り
、
新
入
会
員

講
座
等
で
や
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。 

 
 

コ
ン
パ
ス
が
誤
作
動
し
な
い
よ
う

に
、
少
し
離
れ
て
…
。
オ
リ
エ
ン
テ

ー
リ
ン
グ
の
疑
問
も
解
決
し
ま
し
た
。

色
々
学
べ
て
、
参
加
し
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
ハ
イ
キ
ン

グ
委
員
の
計
画
に
感
謝
！ 

埜
歩
歩
富
士
見
山
の
会 

 
金
子
節
子 

記 

   

   

  

  

     

年
明
け
早
々
の1

月8

日
、
北
浦

和
カ
ル
タ
ス
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
ハ

イ
キ
ン
グ
委
員
会
主
催
に
よ
り
、「
貴

方
の
地
図
読
み
大
丈
夫
で
す
か
！
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
地
図
読
み
机
上

講
習
会
が
開
催
し
ま
し
た
。 

講
師
に
は
、
登
山
時
報
「
地
図
読

み
迷
人
」
掲
載
中
の
村
越
真
氏
に
お

願
い
し
、5

3

名
（1

6

加
盟
団
体
他
）

の
参
加
で
盛
況
に
て
終
え
る
事
が
で

き
ま
し
た
。 

 

協
力
者
（
県
連
登
山
学
校
）
に
よ

る
事
前
講
習
後
、1

0

時
か
ら
地
図
読

み
の
重
要
性
、
過
去
の
道
迷
い
の
例

な
ど
の
話
の
あ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

で
の
講
義
を
中
心
と
し
て
進
め
ら
れ

ま
し
た
。 

参
加
者
は5

～6

名
の
班
編
成
と
し
、

１
人
は
地
図
読
み
に
詳
し
い

人
を
交
え
、
講
師
か
ら
向
け

ら
れ
た
質
問
に
対
し
て
各
班

で
考
え
、
答
え
を
見
つ
け
て

い
く
と
い
う
方
法
で
学
習
し

ま
し
た
。 

 

内
容
と
し
て
は 

・
類
似
す
る
「
道
」
等
の
記

号
と
実
際
の
写
真
に
つ
い
て
。 

・
尾
根
と
谷
と
の
区
別
。 

・
写
真
の
地
点
が
地
図
上
の
ど
の
地

点
に
あ
た
る
か
。 

 

（
こ
れ
は
写
真
で
は
読
み
切
れ
な

い
尾
根
の
重
な
り
な
ど
複
雑
で
、
な

ぜ
か
？
と
の
意
見
が
飛
び
交
っ
た
） 

・
地
図
の
ル
ー
ト
上
に
ど
ん
な
「
道

迷
い
」
が
隠
さ
れ
て
い
る
か
の
・
・

先
読
み
等
。 

・
コ
ン
パ
ス
に
つ
い
て
整
置
な
ど
初

歩
的
な
説
明
、
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。 

時
間
は

1
0

時
～1

6

時
の

5

時
間

を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
内
容
も

解
り
や
す
く
参
加
型
講
習
会
の
為
、

和
気
藹
々
と
し
て
楽
し
く
、
時
間
は

短
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

事
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
於
い
て
も

ほ
と
ん
ど
が
「
良
か
っ
た
」
の
意
見

を
頂
く
こ
と
が
で
き
て
、
開
催
し
て

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
来
年
度
も

こ
う
し
た
講
習
会
等
が
出
来
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
協
力
い
た

だ
い
た
登
山
学
校
の
講
師
の
皆
さ
ん 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

尚
、
皆
さ
ん
か
ら
協
力
い
た
だ
い
た

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
後
日
参
加
さ

れ
た
皆
さ
ん
に
報
告
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
長 

佐
藤
久
子 
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期 日  ２０１２年１月８日      場 所   北浦和カルタスホール    

参加者  ６０名 
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岩
登
り
ネ
ッ
ト
活
動
報
告 

月
日
：
１
２
月
２
３
日
（
日
） 

場
所
：
湯
河
原
・
幕
岩 

参
加
：
合
計 

１
３
名 

 

今
回
初
め
て
岩
ネ
ッ
ト
に
参
加
し

ま
し
た
。 

湯
河
原
駅
８
時
３
３
分

集
合 

タ
ク
シ
ー
相
乗
り
で
幕
岩
ま

で
。 

幕
岩
を
登
る
の
が
初
挑
戦
な

ん
で
す
が
、
そ
も
そ
も
岩
を
登
る
の

が
３
回
目
と
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

で
あ
り
ま
す
。 

幕
岩
の
知
識
で
思
う
の
が
梅
の
名

所
て
い
ど
の
あ
り
さ
ま
で
、
参
加
者

の
皆
様
に
は
申
し
訳
な
い
。 

ま
ず
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ン
タ
ク
ト
で
何

所
か
ら
攻
め
り
ゃ
い
い
の
か
？ 

岩

に
し
が
み
つ
い
た
ら
何
も
変
わ
ら
な

い
状
態
で
た
だ
ヤ
タ
ラ
に
指
先
が
痛

く
拷
問
の
よ
う
だ
っ
た
。 

セ
カ
ン
ド
コ
ン
タ
ク
ト
も
中
腹
ま
で

も
が
い
た
が
ザ
ン
ネ
ン
、
こ
れ
は
な

ん
か
マ
ズ
イ
感
じ
に
な
っ
て
き
た
な
。

こ
れ
で
は
チ
ョ
ッ
ト
情
け
な
い
。 

そ
れ
を
察
し
て
い
た
だ
い
た
の
か
、

登
山
学
校
の
講
師
で
も
あ
る
水
谷
さ

ん
に
難
易
度
を
下
げ
た
コ
ー
ス
に
し

て
い
た
だ
い
た
と
思
う
、
サ
ー
ド
コ

ン
タ
ク
ト
。 

と
に
か
く
必
死
に
ア
タ
ッ
ク
し
て

い
た
ら
温
か
い
声
援
が
参
加
者
の
皆

様
か
ら
い
た
だ
き
力
が
入
り
ま
し
た
。 

な
か
で
も
ひ
と
き
わ
デ
カ
イ
声
で

「
カ
エ
ル
！
」
と
の
声
援
？ 

聞
き

違
い
？ 

ま
た
デ
カ
イ
声
で
「
姿
勢

が
ワ
ル
イ
ン
ダ
ヨ
！
」 

 
 

あ
ー
な
る
ほ
ど
姿
勢
が
悪
い
の
か
、

カ
エ
ル
と
は
う
ま
い
事
い
う
な
ぁ
ー
。 

そ
う
い
え
ば
ム
ー
ブ
が
大
事
な
ん
だ

と
聞
い
て
は
い
た
け
ど
反
応
で
き
な

い
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
、 

で
も
ど
う

に
か
時
間
が
か
か
っ
た
け
ど
ク
リ
ア

ー
出
来
た
の
で
ホ
ッ
ト
し
ま
し
た
。 

こ
の
後
２
コ
ー
ス
を
ク
リ
ア
ー
し
た

と
こ
で
雨
も
降
っ
て
き
て
ノ
ー
サ
イ

ド
、
ま
ぁ
ま
ぁ
だ
っ
た
か
な
？ 

長
い
時
間
ビ
レ
イ
ヤ
ー
に
徹
し
て

い
た
だ
い
た
講
師
の
み
な
さ
ん
に
感

謝
、
感
謝
で
す 

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 

自
分
に
納
得
し
気
持
ち
を
切
り
替

え
て
、
こ
の
後
ア
フ
タ
ー
マ
ッ
チ
フ

ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。 

参
加
者
の
み
な
さ
ん
が
気
持
ち
の
い

い
人
ば
か
り
で
一
日
が
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
気
分
が
乗
っ
て
き
た

の
で 

ツ
ー
ス
テ
ー
ジ
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
事
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。 わ

ら
び
山
の
会 

榎
本
四
郎 

記 

 

＊
参
加
希
望
者
は 

岩
ネ
ッ
ト
担
当 

 

松
本 

迄 

携
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２
０
１
２
年
度 

雪
山
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

 

●
山
行
案
内
と
実
施
要
項 

①
初
級
雪
山 

『
雪
山
に
泊
ま
ろ
う
！
』 

・
期
日 

3
/
3
(

土)

～3
/
4
(

日)
 

 

・
場
所 

黒
姫
山 

＊2
/
2
7
(

月)
 

1
9
:
3
0

～ 

 

準
備
学
習
会 

浦
和
パ
ル
コ9

F
 

 

②
中
級
雪
山 

『
雪
稜
を
登
る
！
』 

・
期
日 

4
/
7
(

土)

～4
/
8
(

日)
 

・
場
所 

谷
川
岳 

コ
マ
ノ
カ
ミ
の
頭
・
北
尾
根 

＊3
/
2
6
(

月)
 

1
9
:
3
0

～ 

 

準
備
学
習
会 

浦
和
パ
ル
コ9

F
 

 

目
標 

①
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
自
主
・
自
立
の
登

山
を
す
る 

②
ス
ポ
ー
ツ
登
山
と
し
て
チ
ー
ム
ワ 

ー
ク
を
学
ぶ 

③
深
く
自
然
と
係
わ
る
登
山
を
す
る 

④
次
期
冬
山
シ
ー
ズ
ン
に
同
程
度
の

自
主
企
画
登
山
を
目
標
と
す
る 

 

参
加
対
象
者 

①
埼
玉
労
山
の
会
で
遭
難
対
策
基
金

に1
0

口
加
入
し
て
い
る 

②1
5
k
g

程
度
の
荷
重
で6

時
間
以
上

の
歩
行
が
で
き
る 

③
日
帰
り
登
山
を
経
験
し
て
い
る 

④
岩
登
り
講
習
会
を
経
験
し
て
い
る
。

エ
イ
ト
ノ
ッ
ト
・
イ
ン
ク
ノ
ッ

ト
・
プ
ル
ー
ジ
ッ
ク
ノ
ッ
ト
の
結

び
方
を
マ
ス
タ
ー
し
て
い
る 

⑤
長
く
雪
山
登
山
を
行
う
意
思
が
あ 

 
 

 
 

 
 

 

る 

⑥
実
技
登
山
は
実
費
負
担
と
す
る 

 

安
全
対
策 

①
雪
山
登
山
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
十

分
な
説
明
を
す
る 

②
山
行
中
の
遭
難
事
故
に
つ
い
て
は

遭
難
対
策
基
金
で
対
応
す
る 

③
ス
タ
ッ
フ
は
労
山
個
人
賠
償
責
任

保
険
に
加
入
す
る 

④
使
用
交
通
手
段
は
車
と
し
、
自
家

用
自
動
車
保
険
加
入
と
す
る 

  

問
い
合
せ
先 

 

徳
重
理
事(

大
宮
労
山)
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山でのアクシデント対応講習会 
         主催  埼玉労山女性委員会 

 

山でアクシデントが起きた時、どうしたらいいでしょうか？

普段山に持っていくものを使い、適切な応急手当てをする方

法を学びましょう。 

このことは、繰り返し学ぶことが大切です。 

                 記 

日 時  3 月 3 日（土）  9：30～16：30 

場 所  北本市・北本自然観察公園 

      ＪＲ高崎線北本駅西口より バスで 15分、 

北本自然公園下車 1 分 

講 師  柴山 利幸氏（パル・ブランチ） 

ＭＦＡインストラクター、救助隊副隊長 

＊講習内容  

心肺蘇生法（一昨年 ガイドラインが変更） 

応急手当など、屋外でシュミレーション 

（雨天時は屋内） 

持ち物  通常の山行で持参する物 

＊ザック、上着、救急セット、お弁当、水筒、山の格好で

ストックは、いりません。 

参加費  500 円 

申込み先：久保 典子（県連理事女性委員）    

 ℡     048－477－1222 

     E－メール kubo10@orion.ocn.ne.jp 

 

※申込締切  2月 15日   男性の方も積極的に

ご参加ください。 

第１７６号     ２０１２年    ２月 ２５日（土）発行          埼  玉  労  山      （  ４  ）     

 

埼玉県連盟第４５期定期総会のお知らせ 

定期総会を下記のとおり開催します。代議員の皆様は万障繰り合わ

せの上ご出席をお願い致します。 

また、県連役員以外は代議員や傍聴者として参加自由ですので是非総

会に皆さんでおいでください。 

          記 

日 時  ３月２５日(日) 午前 9:00 受付 9:30～16:00 

場 所  さいたま市高鼻コミュニティセンター Ｂ１Ｆ 大集会室 

さいたま市大宮区高鼻町２－２９２－１ ☎０４８－６４４－３３６０ 

議 題  2011 年度 活動報告、会計決算・会計監査報告 

     2012 年度 活動方針(案)、予算(案) 

     2012 年度 新役員選出など 

＊総会終了後、交流を深める為に懇親会を予定しております。 

多くの皆さんの参加をお願いします。 

 【連絡・問合せ先】  県連盟事務局長 木村 哲也 

    〒361-0023 行田市長野 1816－3 

      TEL：048－554－3429  080－1146－7760 

E メール：thtu2002@bb.knet.ne.jp 

 



第１６６号    ２０１１年 １月１５日（土）発行          埼 玉 労 山       （ 1 ）   

 

第１７６号      ２０１２年   ２月 ２５日（土）発行            埼  玉  労  山       （ １ ）  

 

第
十
六
期
登
山
学
校 

 
第
五
回
講
座 

「
岩
登
り
初
級
」
を
終
え
て 

十
月
一
日 

机
上
学
習 

午
前
中
は
軽
部
講
師
か
ら
三
点
支

持
等
の
説
明
や
、
軽
部
講
師
自
信
の

体
験
談
や
何
故
岩
登
り
の
基
礎
的
な

技
術
が
一
般
の
山
登
り
で
も
必
要
な

の
か
等
の
講
義
を
受
け
る
。 

午
後
は
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
の
実
習
。

軽
部
講
師
の
講
義
は
と
て
も
楽
し
く

ま
た
分
か
り
や
す
く
、
翌
日
の
本
番

が
一
層
楽
し
み
に
な
っ
た
。 

 

十
月
二
日 

日
和
田
山
ゲ
レ
ン
デ 

実
習 

 

集
合
場
所
の
高
麗
駅
か
ら
、
班
毎

に
日
和
田
山
に
向
か
う
。
私
は
第
一

班
だ
。
登
山
道
を
登
っ
て
い
く
と
、

木
々
の
間
か
ら
本
日
の
実
習
場
所
で

あ
る
大
き
な
岩
が
見
え
て
き
た
。
男

岩
だ
。
思
っ
た
よ
り
大
き
く
高
い
。

二
十
ｍ
位
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
岩

肌
に
は
す
で
に
ロ
ー
プ
が
何
本
も
垂

ら
さ
れ
盛
ん
に
登
ら
れ
て
い
た
。 

午
前
中
は
、
懸
垂
下
降
の
練
習
や

ボ
ル
ダ
ー
岩
で
の
ト
ッ
プ
ロ
ー
プ
を

使
っ
た
登
り
方
の
練
習
を
行
っ
た
。

初
め
て
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
を

履
い
た
が
す
ご
く
つ
ま
先
が
痛
い
。

隣
で
女
性
の
受
講
生
が
ま
る
で
纏
足

ね
っ
て
言
っ
て
い
た
が
、
そ
の
通
り

だ
と
感
じ
た
。 

 

昼
食
後
、
午
後
は
い
よ
い
よ
男
岩

登
攀
の
開
始
。 

南
面
に
三
本
の
ロ
ー
プ
が
降
ろ
さ

れ
て
お
り
、
私
は
一
番
左
側
を
登
る

こ
と
に
な
っ
た
。
受
講
生
で
最
初
の

挑
戦
者
だ
。 

岩
に
取
り
付
く
ま
で
は
す
ご
く
緊

張
し
て
い
た
が
、
い
ざ
登
り
始
め
て

み
る
と
す
ぐ
に
緊
張
感
も
吹
っ
飛
び

た
だ
ひ
た
す
ら
登
る
こ
と
に
集
中
。

途
中
で
三
点
支
持
を
保
っ
て
下
を
見

下
ろ
す
と
確
保
し
て
頂
い
て
い
る
運

営
委
員
の
方
や
順
番
待
ち
し
て
い
る

受
講
生
が
私
を
見
上
げ
て
い
る
の
が

見
え
た
。 

そ
の
後
順
調
に
上
ま
で
登
っ
て
、

問
題
の
懸
垂
下
降
だ
。
午
前
中
の
練

習
で
も
あ
ま
り
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
の
だ
。
少
し
緊
張
し
な
が
ら
、
思

い
切
っ
て
体
重
を
ロ
ー
プ
に
か
け
足

は
逆
ハ
の
字
で
踵
を
岩
に
付
け
る
感

じ
で
下
降
開
始
。
は
じ
め
は
少
々
ぎ

こ
ち
な
い
感
覚
だ
っ
た
が
、
徐
々
に

緊
張
が
取
れ
て
く
る
と
体
重
の
か
け

方
と
足
の
運
び
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
楽

し
い
！
っ
て
思
っ
て
い
る
う
ち
に
下

降
も
終
了
。
ア
ッ
と
い
う
間
の
一
本

目
だ
っ
た
。
登
り
終
わ
っ
た
あ
と
に

岸
壁
を
見
上
げ
る
と
こ
こ
を
登
っ
た

ん
だ
な
あ
と
い
う
充
実
感
が
湧
い
て

き
た
。 

他
の
受
講
生
が
一
本
目
を
終
了
す

る
の
を
待
っ
て
、
二
本
目
に
挑
戦
。

二
本
目
は
一
番
右
側
の
ル
ー
ト
を
登

る
こ
と
に
す
る
。
こ
こ
は
途
中
に
段

差
が
あ
り
上
の
部
分
が
高
く
な
っ
て

い
て
ホ
ー
ル
ド
も
少
な
そ
う
、
難
易

度
が
高
そ
う
だ
。 

登
攀
開
始
。 

そ
の
問
題
の
箇
所
ま
で
は
順
調
に

到
達
。
実
際
に
そ
の
場
所
ま
で
登
っ

て
見
る
と
、
下
か
ら
見
て
い
る
よ
り

も
何
倍
も
厳
し
い
場
所
だ
っ
た
。
足

を
安
心
し
て
置
け
る
ホ
ー
ル
ド
が
見

つ
か
ら
ず
、
シ
ュ
ー
ズ
の
グ
リ
ッ
プ

力
だ
け
が
頼
り
だ
っ
た
が
、
少
し
大

き
め
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
に

履
き
替
え
た
か
ら
か
油
断
す
る
と
す

ぐ
に
滑
る
。
必
然
的
に
手
で
体
重
を

支
え
る
割
合
が
多
く
な
る
。
上
の
段

の
ホ
ー
ル
ド
を
探
す
が
指
が
か
か
る

場
所
が
見
つ
か
ら
な
い
。
不
安
定
な

体
勢
で
し
ば
ら
く
探
し
て
み
た
が
や

っ
ぱ
り
見
つ
か
ら
ず
、
そ
う
し
て
い

る
う
ち
に
両
手
の
握
力
が
な
く
な
っ

て
き
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
落
ち
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
残
念
だ

っ
た
が
そ
の
場
所
は
左
側
に
逃
げ
て

な
ん
と
か
登
り
き
っ
た
。
二
本
目
は

少
し
悔
し
い
結
果
に
な
っ
た
。 

三
本
目
は
少
し
休
ん
で
か
ら
一
番

左
の
ル
ー
ト
の
稜
線
側
を
登
っ
た
。

三
本
目
な
の
で
大
分
落
ち
着
き
も
出

て
き
て
、
登
攀
中
に
と
な
り
を
登
っ

て
い
る
女
性
の
受
講
生
を
励
ま
し
な

が
ら
登
っ
た
。 

四
本
目
は
西
面
。
こ
の
ル
ー
ト
も

難
し
そ
う
だ
。
下
か
ら
観
察
す
る
と

ル
ー
ト
の
中
間
よ
り
少
し
下
の
部
分

が
若
干
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
気
味
に
な

っ
て
い
て
ホ
ー
ル
ド
も
少
な
く
一
番

の
難
所
の
よ
う
だ
。
少
し
緊
張
し
て

く
る
。
今
回
は
二
本
目
で
の
教
訓
を

生
か
し
、
あ
ま
り
時
間
を
か
け
ず
に

手
に
疲
労
が
来
る
前
に
難
所
を
通
過

し
よ
う
と
決
め
、
壁
に
取
り
付
く
。

今
回
は
シ
ュ
ー
ズ
も
小
さ
め
に
変
え

た
。
難
所
ま
で
は
順
調
に
登
れ
た
が
、

四
本
目
な
の
で
手
に
疲
労
感
が
あ
る
。 

意
を
決
し
て
間
を
空
け
ず
に
難
所

に
か
か
る
。
足
の
ホ
ー
ル
ド
は
問
題

な
し
。
シ
ュ
ー
ズ
も
グ
リ
ッ
プ
し
て

い
る
。
手
も
ホ
ー
ル
ド
を
探
し
当
て

キ
ャ
ッ
チ
す
る
が
握
力
が
低
下
し
て

い
る
の
が
不
安
だ
。
オ
ー
バ
ー
ハ
ン

グ
の
上
部
に
到
達
す
る
と
左
手
の
ホ

ー
ル
ド
が
指
先
し
か
か
か
ら
ず
安
定

し
た
体
勢
を
取
れ
な
い
。
そ
れ
で
も

上
へ
進
も
う
と
す
る
と
、
危
う
く
左

手
の
指
が
外
れ
か
か
っ
た
が
、
強
引

に
右
足
を
踏
ん
張
り
左
腕
を
伸
ば
す

と
少
し
上
の
ホ
ー
ル
ド
を
キ
ャ
ッ
チ

す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

こ
れ
で
安
定
感
を
取
り
戻
し
な
ん

と
か
難
所
を
ク
リ
ア
。
そ
こ
か
ら
上

は
あ
ま
り
難
し
い
と
こ
ろ
も
な
く
一

番
上
に
無
事
到
達
。
四
本
目
は
自
分

と
し
て
は
満
足
で
き
る
結
果
に
な
っ

た
。 

 

気
が
つ
く
と
終
了
の
時
間
と
な
っ

て
い
た
。
こ
う
し
て
私
の
初
め
て
の

岩
登
り
は
終
了
し
た
。
充
実
し
た
楽

し
い
一
日
だ
っ
た
。 

い
ま
ま
で
私
は
岩
登
り
と
は
普
通

の
山
登
り
と
違
っ
て
危
険
で
簡
単
に

は
近
づ
け
な
い
も
の
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
の
体
験
を
通
じ
て
私

で
も
挑
戦
出
来
る
ん
だ
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
安

全
に
登
る
為
の
装
備,

ロ
ー
プ
ワ
ー

ク
、
信
頼
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
が
い

て
初
め
て
可
能
だ
と
い
う
こ
と
が
大

前
提
で
す
が
。
い
ま
は
も
う
少
し
岩

登
り
を
続
け
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

今
回
、
私
た
ち
受
講
生
が
存
分
に

岩
登
り
を
楽
し
め
た
の
は
、
軽
部
講

師
を
は
じ
め
運
営
委
員
の
方
々
の
手

厚
い
サ
ポ
ー
ト
の
お
陰
で
あ
り
、
信

頼
で
き
る
運
営
委
員
の
方
々
が
確
実

に
確
保
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い

う
安
心
感
で
不
安
無
く
岩
登
り
に
専

念
で
き
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
大

変
感
謝
し
て
い
る
次
第
で
す
。
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

第
十
六
期 

大
澤 

忍
記 

                         

第１７６号     ２０１２年    ２月 ２５日（土）発行          埼  玉  労  山      （  ５  ）     

＠登山学校から！ 

  今期のすべての登山学校・講座を無事終了。登山学校閉校式を 2 月 5 日（土） 

 に終了しました。登山学校の受講生の皆さん本当にの御苦労様でした。 

 「雪山入門」講座の記録は次号で報告します。 

 

来期も初級で「第１７期登山学校」が計画されています。 

一般の方や加盟団体の多くの会員の皆様から、受講生を募集します。 

     参加希望申し込みは登山学校・事務局、またはＨＰ参加申し込みで！ 



 第１７６号     ２０１２年   ２月 ２５日（土）発行                    埼  玉  労  山      （２）  

 

 

 

 

 
第
六
回
講
座 

「
天
気
の
見
方
」
を
終
え
て 

十
一
月
五
日
（
土
） 

机
上
講
座 
北
浦
和
カ
ル
タ
ス
ホ
ー

ル 

午
前
九
時
三
十
分
開
始 

 

登
山
に
お
け
る
天
気
の
知
識
は
、

地
図
の
読
み
方
と
並
び
重
要
な
技
能

で
あ
る
。
山
の
天
気
は
変
わ
り
や
す

い
た
め
、
今
回
の
講
座
で
天
気
の
見

方
を
習
得
し
、
今
後
の
登
山
に
役
立

て
た
い
と
の
気
持
ち
で
臨
ん
だ
。 

ま
ず
講
師
の
高
橋
五
男
氏
か
ら
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
て
の
説
明

が
あ
っ
た
。
理
科
の
授
業
で
習
っ
た

内
容
も
、
改
め
て
教
わ
る
と
、
日
常

生
活
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と

が
多
い
。
天
気
図
も
、
そ
の
記
号
や

構
成
に
は
そ
れ
ぞ
れ
理
由
が
あ
り
、

多
く
の
気
象
デ
ー
タ
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
こ
と
に
改
め
て
驚
か
さ
れ
た
。

講
師
に
習
い
、
自
分
で
天
気
図
を
作

成
し
た
の
で
、
そ
の
点
を
よ
り
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
天
気
の
基
礎

知
識
を
お
さ
ら
い
し
た
後
、
観
天
望

気
に
つ
い
て
解
説
が
行
わ
れ
た
。
観

天
望
気
は
、
雲
の
形
や
風
の
向
き
な

ど
、
実
際
に
見
て
、
肌
で
感
じ
、
天

気
を
判
断
す
る
。
ス
ラ
イ
ド
で
の
説

明
が
あ
っ
た
が
、
雲
の
形
状
は
下
層
、

中
層
、
上
層
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ

り
一
度
で
習
得
す
る
の
は
難
し
い
。 

 
 

実
際
に
山
で
空
を
観
察
し
、
実
践

し
て
い
き
た
い
。
午
後
は
講
師
の
徳

重
博
文
氏
か
ら
、
ス
ラ
イ
ド
写
真
を

使
っ
て
の
解
説
が
あ
っ
た
。
雲
の
形

状
と
あ
わ
せ
て
、
四
季
折
々
の
高
山

植
物
が
紹
介
さ
れ
、
綺
麗
な
花
々
に

心
が
和
ん
だ
。
一
通
り
、
気
象
の
知

識
と
観
天
望
気
に
つ
い
て
学
び
、
明

日
の
実
技
が
楽
し
み
と
な
っ
た
。 

十
一
月
六
日
（
日
） 

実
技
講
座 
山
梨
県
大
月
・
岩
殿
山 

 

九
時
半
、J

R
大
月
駅
に
集
合
。 

一
面
雲
に
覆
わ
れ
午
後
か
ら
雨
が

降
る
と
の
予
報
が
あ
り
、
観
天
望
気

を
実
践
す
る
に
は
残
念
な
空
模
様
と

な
っ
た
。
駅
か
ら
歩
く
こ
と
三
十
分

ほ
ど
。 

岩
殿
山
ふ
れ
あ
い
の
館
に
て
準
備

体
操
の
後
、
班
ご
と
に
山
頂
へ
向
け

出
発
し
た
。
岩
殿
山
山
頂
へ
は
午
前

十
一
頃
に
到
着
。
途
中
、
講
師
か
ら

雲
の
形
状
な
ど
の
解
説
が
あ
っ
た
。 

 
 

空
に
大
き
な
変
化
は
な
く
、
雨
が

い
つ
降
り
出
す
か
と
い
う
状
況
で
あ

っ
た
が
、
実
際
の
空
を
見
な
が
ら
の

解
説
は
面
白
い
。
そ
の
他
天
気
に
関

係
す
る
言
い
伝
え
や
こ
と
わ
ざ
も
興

味
深
か
っ
た
。
さ
ら
に
山
頂
か
ら
兜

岩
へ
と
向
か
う
。 

途
中
ク
サ
リ
場
が
あ
り
、
転
落
し

な
い
よ
う
緊
張
す
る
場
面
も
あ
っ
た

が
、
講
師
の
方
々
が
ロ
ー
プ
な
ど
で
、

し
っ
か
り
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
だ
さ
り
、

登
山
と
し
て
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き

た
。
そ
し
て
兜
岩
か
ら
稚
児
落
し
を

通
り
、
浅
利
集
落
へ
と
下
る
。
稚
児

落
し
は
、
岩
壁
を
超
え
る
よ
う
な
箇

所
が
あ
り
、
そ
の
名
の
通
り
何
か
由

来
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
途
中

で
雨
が
降
り
出
し
た
た
め
、
足
を
速

め
て
大
月
駅
ま
で
向
か
い
十
四
時
す

ぎ
に
到
着
し
た
。
残
念
な
が
ら
秋
空

を
楽
し
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
ん
だ
山
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
今
回
教
わ

っ
た
知
識
は
、
登
山
に
限
ら
ず
日
常

生
活
で
も
役
に
立
つ
。
空
を
見
て
、

雲
を
観
察
す
る
習
慣
を
つ 

 
 

        

第
七
回
講
座 

「
総
合
学
習
」
を
終
え
て 

一
二
月
三
日
（
土
）
～
四
日
（
日
） 

 
 

西
上
州
・
鍬
柄
岳
、
荒
船
山 

宿
泊
は
山
小
屋
で
は
な
い
と
は
い

え
、
い
よ
い
よ
一
泊
二
日
「
総
合
学

習
登
山
」
が
や
っ
て
き
た
！
と
思
っ

て
い
た
の
に
、
朝
か
ら
雨
。 

バ
ス
が
出
発
し
、
さ
ら
に
強
く
な

る
雨
、
雨
、
雨
…
。
運
営
委
員
の
方

の
協
議
の
上
、
一
日
目
の
鍬
柄
岳
登

山
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。 

途
中
、
こ
ん
に
ゃ
く
工
場
の
見
学

を
し
て
そ
の
ま
ま
国
民
宿
舎
へ
到
着
。 

今
ま
で
の
総
復
習
と
い
え
る
机
上

学
習
を
し
ま
し
た
。 

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
や
テ
ー
ピ
ン
グ
、

地
図
読
み
な
ど
、
時
間
が
あ
る
分
み

っ
ち
り
と
復
習
が
で
き
ま
し
た
。 

お
勉
強
の
後
は
、
温
泉
に
つ
か
っ

て
お
肌
も
つ
る
つ
る
に
な
り
、
そ
の

後
の
交
流
会
で
は
明
日
の
登
山
も
忘

れ
て
？
！
遅
く
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
お

話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

  

 

い
よ
い
よ
二
日
目
、
待
望
の
晴
れ
。

朝
風
呂
に
も
入
っ
て
準
備
万
端
。「
や

っ
と
山
に
登
れ
る
！
！
」
と
は
や
る

気
持
ち
で
荒
船
山
へ
と
向
か
い
ま
し

た
。 荒

船
山
は
そ
の
名
の
通
り
、
船
の

形
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
の
名
が

つ
い
た
そ
う
で
す
。 

長
い
平
坦
な
尾
根
は
甲
板
で
艫
岩

は
そ
の
名
の
通
り
艪
の
部
分
。 

断
崖
絶
壁
の
展
望
台
か
ら
の
景
色

は
素
晴
ら
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
下
を

見
る
と
す
い
こ
ま
れ
そ
う
で
怖
か
っ

た
で
す
。 

そ
し
て
な
ん
と
い
っ
て
も
強
い

風
！
日
陰
で
は
寒
さ
で
帽
子
を
か
ぶ

り
、
日
向
で
は
暑
く
な
っ
て
脱
ぐ
と

い
う
繰
り
返
し
で
し
た
。 

今
回
は
二
日
に
わ
た
る
登
山
の
予

定
が
一
日
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
“
危
険
が
予
測
さ
れ
る
時
に
は

無
理
を
し
て
登
ら
な
い
”
と
い
う
一

番
大
切
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

ま
た
、
急
な
予
定
変
更
に
も
か
か

わ
ら
ず
運
営
委
員
の
方
が
い
ろ
い
ろ

と
考
え
、
手
配
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

お
か
げ
で
、
本
当
に
充
実
し
た
二
日

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

第
十
六
期
生 

塚
田
祐
子
記 
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第
十
六
期
生 

 

藤
岡
智
子 

記 
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           寄    稿 

千葉県勤労者山岳連盟  第１１回房総群界尾根縦走に参加して 

思いたった時がチャンス！ 
            新座山の会 久保典子 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

           

一
昨
年
１
１
月
、
群
界
尾
根
の
こ

と
を
知
る
。｢

厳
し
く
、
面
白
い
縦
走

だ
よ｣

と
教
え
ら
れ
た
。 

千
葉
の
山
は
ど
ん
な
だ
ろ
う
と
興
味

を
持
っ
た
が
、
あ
い
に
く
都
合
が
つ

か
ず
断
念
。 

去
年
、
千
葉
県
連
の
ニ
ュ
ー
ス
に

掲
載
さ
れ
る
と
、
す
ぐ
に
申
し
こ
む
。

６
０
キ
ロ
強
を
、
知
人
も
い
な
い
中
、

た
っ
た
一
人
で
参
加
す
る
こ
と
に
な

る
の
だ
が
、
不
安
は
な
く
、
期
待
と

楽
し
み
が
大
き
く
膨
ら
ん
で
い
た
。 

 

当
日
、
駅
で
柔
和
な
相
馬
さ
ん
に

迎
え
ら
れ
た
。
す
で
に
集
ま
っ
て
お

ら
れ
た
メ
ン
バ
ー
は
、
も
う
一
つ
の

山
の
会
の
よ
う
に
違
和
感
が
な
く
お

互
い
に
な
じ
ん
で
い
た
。 

こ
こ
か
ら
の
３
日
間
は
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
た
。
と
に
か
く
千
葉
の

山
は
わ
か
ら
な
い
の
で
、
道
を
地
図

に
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
を
し
て
も

皆
目
分
か
ら
ず
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と

い
う
間
に
過
ぎ
た
。
そ
の
為
か
、
疲

れ
も
感
じ
ず
に
済
ん
だ
。 

縦
走
の
コ
ー
ス
は
岩
稜
あ
り
、
キ

レ
ッ
ト
あ
り
、
痩
せ
尾
根
あ
り
、
ア

ッ
プ
ダ
ウ
ン
あ
り
、
と
飽
き
な
い
ど

こ
ろ
か
面
白
い
。
歩
い
て
も
歩
い
て

も
、
歩
く
者
を
飽
き
さ
せ
な
い
山
道

だ
。
ガ
イ
ド
担
当
の
方
達
も
、
地
理
、

地
質
、
歴
史
、
と
教
え
て
く
だ
さ
る
。

す
ご
い
知
識
で
覚
え
き
れ
な
か
っ
た
。

植
生
も
樹
木
の
種
類
が
豊
富
で
、
マ

テ
バ
シ
イ
な
ど
の
大
木
も
あ
っ
た
。

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を
感
じ
た
。 

 

こ
こ
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
は
実

に
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
。 

テ
ン
ト
の
中
で
の
会
話
、
食
事
時
の

会
話
、
温
泉
で
の
会
話
、
縦
走
中
の

会
話
、
ど
れ
を
と
っ
て
見
て
も
学
習
、

学
習
の
連
続
で
、
い
ろ
い
ろ
な
事
を

教
え
て
い
た
だ
い
た
だ
け
で
な
く
、

そ
の
会
話
が
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
て
い

た
。
初
め
て
逢
う
者
同
士
な
の
に
こ

ん
な
に
打
ち
解
け
る
も
の
な
の
だ
ろ

う
か
。
と
、
感
心
し
た
。
ス
タ
ッ
フ

の
み
な
さ
ん
の
心
配
り
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
の
だ
ろ
う
。
他
の
県
連

か
ら
の
参
加
者
も
受
け
入
れ
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。
労

山
の
連
帯
を
感
じ
た
。 

 

こ
の
縦
走
体
験
を
し
た
中
で
、
感

動
す
る
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
が
、

｢

人
間
の
豊
か
さ｣

を
知
っ
た
こ
と
が

一
番
の
よ
う
な
気
が
す
る
。
千
葉
の

気
候
と
風
土
が
作
り
出
し
た
の
だ
ろ

う
か
，
お
お
ら
か
で
、
明
る
く
、
包

容
力
が
深
か
っ
た
。
誰
で
も
で
き
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
私
も
見
習
う
べ

き
点
が
多
く
あ
り
自
分
の
会
に
、
自

分
の
県
に
こ
の
こ
と
を
生
か
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。
来
年
も
ぜ
ひ
参
加

し
て
、
み
な
さ
ん
に
ま
た
お
会
い
し

た
い
と
心
か
ら
今
は
感
じ
て
い
る
。 

ふ
わ
く
の
皆
さ
ま
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ま
、
千
葉
県
連
の
支
援
し
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
、
そ
し
て
参
加
者
の
皆

さ
ま
、
楽
し
い
新
春
の
ひ
と
時
を
と

も
に
し
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

（
追
記
） 

会
や
県
連
に
よ
っ
て
は
、
一
般
の

方
や
他
の
会
の
方
々
が
公
募
山
行
以

外
に
参
加
さ
れ
る
の
を
制
約
さ
れ
る

場
合
が
あ
る
が
、
個
人
会
員
を
拡
大

す
る
方
向
で
は
、
こ
う
し
た
組
織
内

外
で
の
積
極
的
な
取
り
組
み
が
画
期

的
で
あ
り
、
埼
玉
の
仲
間
の
皆
さ
ん

も
来
年
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。 
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【 房総群界尾根の２０１２年コースタイム 】 

 

11/7（土）天気晴れ  １日目 

浜金谷駅発（8:43）→（9：03）富津金谷トンネル着・衣服調整→鋸山を登っていく→9:44 展望台着→10:09 鋸山（329.5Ｍ）山頂着→ 

10：48ミヤマシラネタブノ木着→10：48 林道金谷元名線→10：55キレット越えに出発→11:46 露岩展望台着→12:20 昼食→12：45発→ 

13：20風のピーク着→14：05（休憩）→14：36 嵯峨山頂上(休憩)→水仙がきれいスイセンロード→16：37 山中 着 夕食／テント泊 

<感想>初めて会うので皆緊張していたが準備運動をおこなう内にうち解ける。車は荷物を先に運ぶ。歩き始めキレットありの面白い  

変化にとんが道。スイセンのにおい。何回目かの衣類調整をするころは班にもなじむ。山中温泉は良い。食事良いテントよい

星がきれい。骨折者一人 

11/8(日)天気晴れ     ２日目 

山中発（7：28）→林道→8：06 ぐるっと山中展望台ハイキングコース→9：07 一子ロード着→あわと上総を結ぶ道→9：13 木の根峠六角

地蔵→花さか峠→9：35 ながさ街道 集落あり→11：55 横尾林道→12：09 愛宕神社・昼食→柚子の木街道→13：40 番所跡→石碑あり→

13：53女房落とし→16：20鴨川有料道路 着  テント地 16：30／テント泊 

<感想>この道は長くアップダウンが多くある。尾根も細く寝もたくさん出ており注意が必要。神社での昼食は温かくくつろげた。 

          鴨川有料道路でテント泊。大きなドラム缶のふたを暖炉にして夕食。昨日もそうだが酒が進む。民謡あり山の歌あり大宴会が  

続く。月がきれい。星もきれい。 

11/9(月)天気晴れ風なし ３日目 

出発 7：30 鴨川幕営地→9：49 元清人の登りにかかる→10：32登り口着→11：49昼食→13：05東大演習林終わり→14：28到着ゴール。 

<感想>何人か参加者が減る。３日間の中で一番風がなく穏やかな日でした・みなガンバリ、楽しくお話ししながら歩く。途中の展望  

 台から見る景色が素晴らしい。 

ゴールに来た時には充実感で自信が湧き上がる。と共に、完走できたことが皆の皮に喜びの表情として表れていた。  
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2 月～３月の県連活動計画 

2/ 4  登山学校閉校式 

2/11～12 南部スノーシュー交流ハイク 

2/18～19 全国総会 

2/26  西部スノーシュー交流バスハイク 

2/25～26 関ブロ救助隊深雪搬出訓練 

2/29 第 10 回理事会 （事務所） 

    ハイキング委員会 

 3/4   山スキーネット  安達太良山 

  3/3～4 雪山ネット「雪山に泊まろう」 

 3/ 8  女性委員会 安全登山講習会 

 3/25  第４５期埼玉県連総会 
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【編集後記】  節分・立春と季節の時節では

春と言われても、立春を過ぎてからの寒波到来に

より、東北や日本海地方では例年にない豪雪に見

舞われました。雪国育ちの私も経験がありますが、

本当に雪かきや屋根の雪下ろしは大変です。 

秋田内陸鉄道から見た久しぶりの故郷も、やっぱ

り今年は例年になく雪深く感じられました。 

また、昨年来の東日本大震災や原発事故等の災害

に見舞われた多くの方々とて、まだまだ復興が遅

く停滞している現状に、春を迎えるにはほど遠く

厄をはらう声も、どこか虚しさが感じられます。 

例年なら熱海や湯河原等では紅梅や白梅等が咲

き始め、梅まつりで賑わいをみせている時期です

が、開花が遅れまだ１分咲き位との事！地図読み

で訪れた曽我丘陵もまだ蕾で、梅まつりは期間を

延ばして開催されるそうです。 

さて、県連活動も残すところ一ヶ月！総会に向

け今期の活動のまとめと来期活動方針等の準備が

行われていますが、来期活動に向けての各加盟団

体の皆さんの積極的な意見を述べていただきたい

と思います。（２月号 印刷・発送が遅れて大変

申し訳ありませんでした。）  澤藤 

 

                

  

 

 

１ 期  日  ２０１２年３月４日（日） 

２ 山  域  安達太良山  （２万５千図：安達太良山） 

３ 目  的  ・山スキーを愛好する労山会員の親睦 

        ・山スキー技術全般の向上 

４ 参加資格  ・埼玉労山加盟団体の会員で、遭対基金 

       ５口以上加入していること 

        ・山スキー用具一式を用意できること（雪崩ビーコン含） 

        ・ボーゲンターンなど、スキーの基礎技術があること 

        ※個人装備等については、別途相談します 

５ 行  程  ゴンドラ駅 1300ｍ～山頂 1699m～往路を戻る 

        ※参加者でパーティ行動をしますので、会内で仲間がいない方も 

ＯＫです 

６ 集合場所  あだたら高原スキー場 ゴンドラ乗り場前 午前８時 

７ 申し込み・問い合わせ   

熊谷トレッキング同人 宮田幸男 

        携帯    090-2721-0949 （午後８時以降） 

                E-mail   miyatan182@leaf.ocn.ne.jp 

 

第１７６号     ２０１２年    ２月 ２５日（土）発行          埼  玉  労  山      （  ８  ）     
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